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子、孫らと離れ離れ「1人でも帰って墓守らねえと」

一

キ
ス
タ
ン
領
内
の
組
織
の
拠
点
と
　
戦
争
を
経
て
七
二
年
、
両
首
脳
が

さ
れ
る
地
帯
を
空
爆
。
翌
二
十
七
　
停
戦
ラ
イ
ン
を
実
効
支
配
線
と
す

絹
醜
譜
描
纏
綿
繍
譜
N
　
背
景
に
根
深
い
宗
教
対
立

P

　

国

　

へ

醗

闇

釆

匡

塞

焉

駕

発

話

匡
一
U
．
型
F
徳
い
れ
｝
∪
一
々
、
I
オ
口
上
左
、
と
0
」
ノ

国
の
思
惑
も
複
雑
に
絡
む
。
解
決

は
容
易
で
は
な
い
」
と
話
し
て
い

る。
な
っ
た
。
「
ば
ば
と
俺
は
帰
っ

ぺ
な
」
と
言
い
続
け
て
い
た
の

に
か
な
わ
な
か
っ
た
。

「
三
年
ぐ
ら
い
で
戻
れ
っ
か

と
思
っ
た
。
一
緒
に
避
難
し
た

じ
っ
ち
ゃ
ん
は
死
ん
じ
ま
っ
だ

…
」
。
子
と
も
ら
か
ら
同
居
を

勧
め
ら
れ
た
が
、
断
っ
た
。

「
先
祖
代
々
の
家
だ
し
、
墓
も

あ
る
。
一
人
で
も
帰
っ
て
守
ら

ね
え
と
な
ん
ね
え
」
。
三
輪
さ

ん
は
今
月
中
旬
、
村
の
自
宅
に

一
人
で
戻
る
。

仮
設
を
歩
い
て
い
る
と
、
人

が
い
て
も
照
明
が
消
え
て
い
る

部
屋
が
少
な
く
な
い
。
三
輪
さ

ん
を
訪
ね
て
き
た
別
の
部
屋
に

住
む
高
野
ス
ミ
子
さ
ん
（
九
〇
）
は

「
節
約
の
た
め
」
と
話
す
。
家

賃
は
か
か
ら
な
い
と
い
っ
て
も

水
道
費
や
光
熱
費
は
自
己
負

担
。
避
難
者
の
多
く
は
年
金
に

頼
る
。
生
活
に
余
裕
が
な
い
人

も
い
る
。
高
野
さ
ん
も
三
年
前
、
一
緒

に
避
難
し
た
夫
を
亡
く
し
た
。

「
八
年
間
で
、
仮
設
で
バ
タ
バ

タ
い
ろ
ん
な
人
が
亡
く
な
っ

た
。
こ
こ
は
年
寄
り
ば
っ

か
」
。
今
月
下
旬
に
息
子
夫
婦

と
三
人
で
村
に
帰
る
。
故
郷
で

の
生
活
に
も
不
安
は
あ
る
。

「
若
い
人
で
帰
っ
て
る
の
は
少

な
い
し
、
店
も
ま
だ
ほ
と
ん
ど

な
い
か
ー
と
と
た
め
息
を
つ

く。
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じ
〃
ヽ因

地
震
が
発
生
し
た
午
後
二
時

四
十
六
分
。
そ
ろ
い
の
T
シ
ャ

ツ
を
着
た
十
人
近
く
が
立
ち
上

が
り
、
′
黙
と
う
し
た
。
松
川
第

一
の
敷
地
内
に
あ
る
飯
館
村
役

場
の
事
務
所
。
こ
こ
は
今
月
末

で
閉
所
す
る
。

一
｛
飯
館
村
の
避
難
者
が
暮
ら
す

仮
設
住
宅
の
無
償
提
供
は
原

則
、
今
月
末
で
終
わ
る
。
多
く

の
人
が
退
去
し
、
福
島
県
内
に

九
カ
所
あ
る
仮
設
住
宅
の
う
ち

八
カ
所
が
閉
鎖
す
る
。
唯
一
残

る
松
川
第
一
に
は
四
月
以
降
、

七
世
帯
十
数
人
が
暮
ら
す
。
住

宅
が
再
建
中
な
ど
の
事
情
が
あ

る
か
、
自
宅
が
帰
還
困
難
区
域

で
帰
れ
な
い
人
た
ち
だ
。

た
だ
、
引
き
払
っ
て
も
村
に

帰
る
の
は
一
部
だ
け
。
今
月
一

日
時
点
で
避
難
先
か
ら
村
に
帰

っ
た
の
は
四
百
三
十
九
世
帯
九

百
五
人
。
県
内
外
で
避
難
生
活

を
続
け
て
い
る
の
は
、
千
八
百

七
十
三
世
帯
四
千
六
百
千
四

人
に
上
る
。

役
場
事
務
所
の
住
民
課
生
活

支
援
係
長
の
荒
真
一
郎
さ
ん
は

「
高
齢
の
人
は
村
に
帰
り
た
く

て
も
、
子
ど
も
や
孫
の
世
代
は

仕
事
や
通
学
先
が
村
外
に
あ

る
。
帰
れ
な
い
人
も
い
る
。
避

難
し
た
家
庭
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情

が
あ
り
、
個
人
の
判
断
に
任
せ

る
し
か
な
い
」
と
話
す
。

福
島
市
内
の
別
の
仮
設
住
宅

を
訪
れ
た
が
、
人
け
は
な
く
、

長
屋
の
前
に
雑
草
が
伸
び
放
題

だ
っ
た
。
今
月
中
に
退
去
予
定

と
い
う
男
性
は
「
村
に
帰
っ
て

個
々
の
事
情
配
慮
不
十
分

も
、
ど
ん
な
生
活
に
な
っ
か
、

ま
だ
分
か
ら
な
い
」
と
言
葉
少

な
だ
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
最
大
約

四
十
七
万
人
が
避
難
生
活
を
送

っ
た
。
現
在
も
約
五
万
人
が
残

る
。
内
閣
府
に
よ
る
と
、
こ
の

う
ち
プ
レ
ハ
ブ
型
を
含
む
応
急

仮
設
住
宅
に
住
む
避
難
者
は
二

月
一
日
現
在
、
千
七
百
三
十
六

戸
・
三
千
三
百
七
十
五
人
に
上

る
。
応
急
仮
設
住
宅
は
最
大
で

十
二
万
四
千
戸
も
あ
っ
た
が
、

過
去
数
年
は
年
間
一
万
戸
の
ペ

ー
ス
で
減
っ
て
い
る
。

応
急
仮
設
住
宅
か
ら
の
転
居

先
に
な
る
災
害
公
営
住
宅
の
建

設
進
捗
率
は
、
復
興
庁
に
よ
る

と
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
被

災
三
県
で
9
8
・
4
％
（
今
年
二

月
末
時
点
）
。
福
島
県
で
は
1

0
0
％
、
宮
城
県
で
も
9
9
・
2

％
で
、
内
陸
部
で
の
建
設
が
遅

れ
て
い
た
岩
手
県
で
も
9
5
・
4

％
だ
。
入
居
率
は
二
〇
一
八
年

十
月
の
持
古
等
9
3
％
に
な
る
。

同
庁
イ
ン
フ
ラ
構
築
班
の
栗

原
靖
華
氏
は
「
避
難
者
か
ら
立

地
や
地
域
の
つ
な
が
り
な
ど
を

丁
寧
に
聞
き
取
り
、
建
設
を
進

め
て
い
っ
た
結
果
、
高
い
入
居

率
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

う
。
国
が
建
設
費
の
八
分
の
七

と
高
率
の
負
担
を
し
て
お
り
、

建
設
を
進
め
や
す
く
し
た
経
緯

も
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

と
は
い
え
、
応
急
仮
設
住
宅

の
提
供
期
限
は
二
年
間
で
、
一

年
ご
と
に
期
限
が
延
長
さ
れ
て

き
た
。
国
や
被
災
三
県
は
、
災

害
公
営
住
宅
が
完
全
に
整
備
さ

れ
た
時
点
で
、
応
急
仮
設
の
提

供
を
打
ち
切
る
方
向
。
個
々
の

事
情
を
十
分
に
く
ま
ず
、
転
居

が
進
ん
で
い
る
恐
れ
が
あ
る
。

神
戸
大
名
誉
教
授
の
塩
崎
賢

明
氏
（
住
宅
政
策
）
は
「
い
つ

ま
で
も
仮
設
住
宅
に
い
る
こ
と

は
誰
に
と
っ
て
も
望
ま
し
く
な

い
。
と
は
い
え
、
つ
い
の
す
み

か
に
つ
な
げ
た
上
で
出
て
行
っ

て
も
ら
う
形
に
な
っ
て
い
る
の

か
ど
う
か
疑
問
だ
」
と
話
す
。

被
災
者
の
自
立
支
援
の
選
択

股
の
狭
さ
。
塩
崎
氏
は
こ
れ
が

問
題
と
考
え
て
い
る
。
例
え

ば
、
修
理
す
れ
ば
住
め
る
被
災

家
屋
に
対
す
る
補
助
は
、
法
律

上
で
は
数
十
万
程
度
。
こ
れ
を

五
百
万
円
ほ
ど
に
増
額
し
て
い

れ
ば
、
自
立
し
て
復
興
に
取
り

組
む
避
難
者
が
増
え
た
と
み

る。

「
復
興
予
算
に
三
十
二
兆
円

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
法
に
基
づ
い
て
直
接
被
災

者
に
渡
っ
た
金
は
三
千
億
円
ぐ

ら
い
。
非
常
に
割
合
が
少
な

い
。
政
府
は
縦
割
り
行
政
で
、

防
潮
堤
、
道
路
、
災
害
公
営
住

宅
と
い
っ
た
大
規
模
な
土
木
事

業
に
予
算
を
費
や
し
て
き
た

が
、
庭
先
順
位
が
違
う
」
。
塩

崎
氏
は
こ
う
批
判
し
、
続
け
た
。

「
災
害
公
営
住
宅
に
入
居
し

て
も
ら
え
ば
行
政
の
仕
事
は
、

お
し
ま
い
で
は
な
い
。
今
度
は

孤
独
死
な
ど
が
大
問
題
に
な

る
。
縦
割
り
行
政
を
排
し
て
、

総
合
的
に
考
え
る
行
政
機
関
が

必
要
だ
」


